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1. はじめに 

海面処分場は我が国の廃棄物の約 25%を受け入れており、重要かつ不可欠な社会資本である。しかし、海面処分場では有

機物の分解や汚濁成分の洗い出しが緩慢であり、早期安定化が懸案事項となっている。また、焼却灰は粒径が小さいほど汚

濁成分を多く含むことが分かっており１）、細粒子区分を除去することにより海水への汚濁成分の負荷を軽減できると推測さ

れる。家村ら２)は都市ごみ焼却灰において細粒子区分を除去することで海水中の汚濁成分濃度が減少しかつ埋立層の透水性

が向上することを明らかにしている。本研究では都市ごみ焼却灰を対象として海面処分場を模した大型土槽を用いて実験を

行い細粒子区分の除去に伴う堆積層の透水性の差、汚濁成分の洗い出し効果への影響について検討した。 

2.実験概要 

2-1 実験試料 

 今回の実験ではA市A清掃工場で採取された粒径9.5 mm以

下の焼却灰を用いた。本実験では粒径0.425 mm以下を細粒子

区分として扱う。分析に際して焼却灰は振動ふるい機により

各粒径区分に分級した結果、A市焼却灰の粒径0.425 mm以下

の割合は25.7%であった。未分級の焼却灰と細粒子区分除去後

の焼却灰を分析に供した。試料の物理化学的性状として粒度

分布、強熱減量、固体中全有機炭素量(固体TOC)、窒素含有量

の分析を行った。また、海水を用いて環告46号法溶出試験を

実施し、溶出液のpH、電気伝導度（EC）、全有機炭素濃度（TOC）、

全窒素濃度（T-N）の測定を行った。表１にA市焼却灰の未分

級と細粒子区分除去後の基本性状を示す。これは後述する大

型二次元土槽実験の投入試料である。未分級に比べて細粒子

区分を除去した場合、強熱減量、固体 TOC の値は低くなるが

窒素含有量はほぼ同じ値となった。また環告46号法溶出試験

について、細粒子区分を除去した場合pHの値が1.2減少して

いたがECはほぼ同じ値となり、TOCと T-Nは増加していた。

値の変化について、細粒子区分を除去したことだけでなく細

粒子区分除去後の灰を用いた実験は未分級の約10ヶ月後に行

われたため風化による影響が考えられる。 

2-2 大型二次元土槽実験 

実験は未分級の焼却灰と細粒子区分（0.425mm以下）を除去

した焼却灰を用いて 2 回行った。焼却灰の分級は試料を風乾

後、木枠篩を用いて人力で行い、投入前に含水率の調整を行

った。図１に示すような大型2次元土槽（高さ100cm×幅300cm

×奥行50cm）に高さ90cm（海水供給側の越流高さ）まで海水

（博多湾の一次ろ過海水）を満たし、その後焼却灰を 1 回あ

たり 40.0kg、薄層埋立により投入した。投入翌日から水頭差

をつけて通水を開始した。土槽の充填条件と動水勾配を表 2

に示す。細粒子区分を除去した場合堆積層の透水性が高く、

未分級と同じ条件で通水を行うことが困難であったため動水

勾配を1/10とした。通水開始後は土槽から間隙水と浸出水を

採取しpH、EC、TOC、T-Nの分析を行った。また、浸出水の採

水の際に土槽内の流量を測定し堆積層の透水係数を求めた。 

図1 二次元土槽の概略図 

表1 試料の基本性状 
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表2 土槽充填条件、動水勾配 
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図2 堆積層の透水係数 



3. 実験結果と考察 

3-1 堆積層の透水性 

図 2 より、未分級、細粒子区分除去ともに堆積層の透水性

は時間と共に減少していき、およそ20日後にほぼ一定となる

ことがわかった。また、0.425mm以下の細粒子区分を除去した

場合、除去しない場合と比べて初期段階での透水係数は約 10

倍となり、20日後には約3倍となった。このことより、細粒

子区分の除去により堆積層の透水性が大幅に改善されること

が分かる。 

3-2 浸出水の水質変化 

図3、4、5、6に浸出水水質の経時変化を示す。未分級の焼

却灰と細粒子区分（0.425mm以下）を除去した焼却灰を比較し

たところ細粒子区分を除去した場合、未分級の焼却灰よりも

pH、EC、TOC、T-N の値が減少していた。細粒子区分を除去す

ることで浸出水のpHが平均で約1.4程度減少しており、未分

級と比べて約 11％減少している。EC に関しては pH のような

大幅な減少は見られず、差は約2.4mS/cmで未分級比べて約5％

とほぼ同じ値となっている。TOC、T-N に関しては時間経過と

ともに差は減少していき、28日の時点で近い値となっている。

初期段階での比較として、通水開始 7 日目の時点の値を比較

するとTOCの差はで未分級と比べて約48％減少しており、T-N

の差はで未分級と比べて約 63％減少している。また、未分級

の場合と細粒子区分を除去した場合の双方で時間が経つにつ

れTOC、T-Nの値が減少したのに対し、pH、ECに関しては大き

な変化は見られなかった。TOC、T-N に関して、細粒子区分を

除去した場合未分級と比べて早い段階で値が安定することか

ら細粒子区分を除去することで汚濁物質の洗い出し速度が向

上していると考えられる。 

4. まとめ 

細粒子を除去することにより堆積層内の透水性が大幅に増

加し、浸出水中の汚濁成分の濃度が改善された。このことよ

り、細粒子区分除去は堆積層内の透水性を上げ、浸出水の汚

濁成分の濃度を改善する効果があり海面処分場の早期安定化

技術の一つとして期待できる。 
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図5 浸出水中のTOC 

図6 浸出水中のT-N 

図3 浸出水中のpH 

図4 浸出水中のEC 
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